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№134（令和２年３月１日）
お も な 内 容

「
梅
祭
り
」
令
和
元
年
五
月
八
日
実
施

開
拓
当
初
、
福
島
県
よ
り
持
参
し
た
「
梅
の
木
」
を
囲
み
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、
先
人
の
苦
労
を
毎
年
し
の
ん
で

い
ま
す
。
梅
の
木
は
、
旭
川
市
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ

れ
て
お
り
、
桜
と
同
時
期
の
開
花
と
な
り
ま
す
。（
雨
天
の

た
め
学
校
内
に
て
）

（
旭
川
市
立
旭
川
第
一
小
学
校
）
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地
域
資
源
を
生
か
し
た

「
感
性
」
の
育
成

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
教
育
委
員
会

教

育

長

黒

蕨

真

一

（
旭
川
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）

こ
れ
ま
で
に
旭
川
市
の
総
合
計
画
の
策
定
に

二
度
ほ
ど
関
わ
っ
て
き
た
。
計
画
づ
く
り
は
、

現
状
の
課
題
整
理
か
ら
始
め
る
の
が
常
套
手
段

で
あ
る
が
、
将
来
の
理
想
と
す
る
ま
ち
の
姿
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
違
っ
た
発
想
が
湧
い
て

く
る
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
単
に
地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
を
見
据
え
地
域
の
特

性
や
魅
力
を
ど
う
創
造
し
実
現
し
て
い
く
か
が

大
切
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
社
会
的
に
も
、
予
測
不
可
能
な
激
変

す
る
将
来
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
解
決

型
の
人
材
か
ら
、
新
た
な
社
会
や
価
値
を
創
造

し
て
い
く
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
日
、
ま
ち
づ
く
り
や
社
会
の
構
築
を
進
め

て
い
く
上
で
、
創
造
性
あ
ふ
れ
る
人
材
の
存
在

が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
人
材
を
育
成
す
る
教

育
の
役
割
は
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
る
。

さ
て
、
今
後
、
Ａ
Ｉ
が
急
速
に
発
達
し
、
こ

れ
ま
で
人
類
が
蓄
積
し
て
き
た
あ
ら
ゆ
る
知
識

情
報
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、
あ
る
課
題
解

決
の
た
め
に
、
一
瞬
で
、
そ
の
解
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
と
思
う
が
、
果
た
し
て
Ａ
Ｉ

が
、
新
し
い
社
会
や
暮
ら
し
の
提
案
を
し
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
が
心
豊
か
に
人
生
を

過
ご
す
た
め
の
提
案
、
生
き
て
い
く
喜
び
や
価

値
の
提
案
を
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
疑
問

が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
Ａ
Ｉ
時
代
の
人
間
に
求
め
ら

れ
る
も
の
も
、
や
は
り
、
新
た
な
社
会
や
暮
ら

し
、
生
き
方
を
創
造
し
て
い
く
力
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
人
間
が
も
つ
感
性
を
磨
い
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

以
前
、
購
入
し
た
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン

ダ
ー
』（
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
著
、
新
潮

社
）
と
い
う
書
籍
の
帯
に
、「
美
し
い
も
の
、
未

知
な
も
の
、
神
秘
的
な
も
の
に
目
を
見
は
る
感

性
を
育
む
た
め
に
、
子
供
と
一
緒
に
自
然
を
探

検
し
、
発
見
の
喜
び
に
胸
を
と
き
め
か
せ
る
」

と
記
し
て
あ
っ
た
。

こ
こ
旭
川
、
上
川
の
地
域
に
は
、
明
瞭
な
四

季
が
織
り
な
す
彩
と
り
ど
り
の
自
然
、
石
狩
川

水
系
や
大
雪
山
系
に
抱
か
れ
た
多
様
な
自
然
、

そ
う
し
た
自
然
と
風
土
に
育
ま
れ
て
き
た
文
化

と
暮
ら
し
が
あ
る
。
ま
た
、
農
業
・
林
業
・
畜

産
業
な
ど
自
然
と
の
関
わ
り
の
深
い
産
業
も
あ

る
。こ

う
し
た
他
に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
自
然
と

恵
ま
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
で
、
子
供
達
が
多

く
の
経
験
を
通
じ
て
、
鳥
の
さ
え
ず
り
や
虫
の

音
、
雪
の
感
触
、
草
花
の
色
彩
、
土
の
匂
い
や

温
も
り
、
生
き
物
の
成
長
な
ど
を
感
じ
る
豊
か

な
感
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。

今
や
感
性
は
、
社
会
が
目
指
す
べ
き
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
取
組
、
経
済
界
が
提
言
し
て
い

る
デ
ザ
イ
ン
思
考
や
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
人
材
の
育
成

に
も
つ
な
が
る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
言
え

る
。恵

ま
れ
た
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
と
の

関
わ
り
を
深
め
、
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
も
て

る
人
材
や
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
創
造
し
て
い

く
感
性
豊
か
な
人
材
を
育
て
る
上
で
、
上
川
地

域
に
は
絶
好
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
旭
川
、
上
川
の
自
然
で
育
ま
れ
た

感
性
と
好
奇
心
・
探
求
心
を
も
っ
た
子
供
達

が
、
将
来
の
社
会
で
大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

随

想

１１
月
６
日

研
修
事
業
拡
大
会
議

１２
月
２
日

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

１２
月
１２

１０
日

冬
季
拡
大
研
究
室
会
議

１２
月
１２

２４
日
～
１
月
７
日

研
究
室
冬
季
集
中
研

１２
月
１２

２４
日

冬
季
合
同
所
員
研

１
月
１５
日

セ
ン
タ
ー
組
合
教
育
委
員
会
会
議

２
月
３
日

セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
定
例
会

２
月
４
日

セ
ン
タ
ー
研
究
発
表
会

３
月
１
日

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
１３４
号
発
行

３
月
３１
日

令
和
元
年
度
研
究
紀
要
第

３１

４５
号
発

行
（
予
定
）

４
月
１
日

令
和
２
年
度
研
修
講
座
開
催
要
項

発
行
（
予
定
）

セ

ン

タ

ー

日

誌

本
校
で
は
、「
習
得
し
た
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
高
め
る
生
徒
の
育
成
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
主

体
的
な
学
び
に
よ
る
授
業
改
善
を
通
し
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
八
月
よ
り
生
徒
全
員
が

一
人
一
台
i
P
a
d
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
台
ず
つ
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
持
つ
こ
と
で
、
調
べ
学
習
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
質
・
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
情
報
活
用
能
力
や
学
習
理

解
度
を
効
果
的
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
教

科
等
に
お
い
て
、
単
元
を
通
し
て
i
P
a
d
を
活
用
す
る
継
続
し

た
取
組
に
よ
っ
て
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

（
比
布
町
立
比
布
中
学
校
）
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研

修

講

座

寸

描

小
中
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
二
つ
の
授
業

を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
習
過
程
に
お
け

る
問
題
提
示
の
方
法
と
内
容
の
工
夫
に
つ
い
て

学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
御
指
導
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
多
寄
中
学
校

林

尚
輝
）

二
日
間
の
研
修
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
資
質
・
能
力
を
育
て
る
外
国
語
活
動
の
実

践
場
面
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
小
中
学
校

の
つ
な
が
り
の
必
要
性
や
今
後
の
授
業
づ
く
り

に
役
立
ち
ま
し
た
。
授
業
公
開
・
御
指
導
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
剣
淵
町
立
剣
淵
小
学
校

高
橋

卓
広
）

谷
地
元
直
樹

北
海
道
教
育
大
学

旭
川
校

准
教
授

阿
部

光
宏
（
近
文
第
一
小

教
頭
）

松
島

絵
里
（
陵
雲
小

教
諭
）

大
塚

健
之
（
春
光
台
中

教
諭
）

＝
講

師
＝

１３ 算数・数学科指導 ７/２６・８/２９

講講
座
の
様
子
か

講
座
の
様
子
か
らら

渥
美

伸
彦

北
海
道
教
育
大
学

旭
川
校

准
教
授

千
葉

折
恵
（
東
栄
小

主
幹
教
諭
）

上
田

達
也
（
大
有
小

教
諭
）

岩
城

卓
也
（
忠
和
中

教
諭
）

＝
講

師
＝

今
回
、「
書
く
こ
と
」
の
授
業
づ
く
り

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
構
想
段
階
で
ピ
ア
・
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
行
う
こ
と
で
、
子
供
達
の
思

考
が
整
理
さ
れ
て
い
く
様
子
を
実
際
に
見
る
こ

と
が
で
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
富
良
野
市
立
扇
山
小
学
校

梅
原
麻
由
美
）

１２ 国語科指導 ７/２５・９/３

笠
原

究

北
海
道
教
育
大
学

旭
川
校

教
授

明
石

和
則
（
啓
北
中

主
幹
教
諭
）

藤
田
智
香
子
（
永
山
小

教
諭
）

西
崎

雅
俊
（
神
居
東
中

教
諭
）

＝
講

師
＝

鈴
木
由
美
子
（
豊
岡
小

校
長
）

小
林

博
子
（
豊
岡
小

教
諭
）

橋
本

拓
志
（
豊
岡
小

教
諭
）

＝
講

師
＝

講
義
や
提
言
で
は
、
具
体
的
で
分
か

り
や
す
い
資
料
を
示
し
て
い
た
だ
き
、

校
内
研
修
の
在
り
方
や
重
要
性
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
践
を

も
と
に
行
わ
れ
た
研
究
協
議
で
も
様
々
な
角
度

か
ら
検
証
さ
れ
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（美

深
町
立
美
深
中
学
校

福
原

富
子
）

２４ 外国語（英語）指導 ８/９・９/４

２５ 校内研修 ９/４
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生
活
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
充
実
を

求
め
て
、
児
童
の
探
求
的
な
学
習
態
度
を
育
て

る
指
導
の
手
立
て
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
研
究
授
業
を
通
し
て
、
子
供
の
思

い
を
見
取
る
大
切
さ
を
見
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
旭
川
市
立
大
有
小
学
校

外
山

和
湖
）

商
品
の
選
択
と
購
入
の
研
究
授
業
で
は
、
生

徒
に
身
近
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
題
材
に
し
た
課
題
設

定
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
講
義
・
実
技
で
は
、

新
学
習
指
導
要
領
の
特
徴
を
確
認
で
き
、
今
後

の
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
や
見
通
し
を
も
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
中
川
町
立
中
川
中
学
校

髙
橋
美
智
子
）

中
村

直
行
（
忠
和
小

教
頭
）

佐
々
木

玲
（
北
光
小

教
諭
）

＝
講

師
＝

小
野

敦
司
（
末
広
北
小

校
長
）

中
島

康
博
（
春
光
小

主
幹
教
諭
）

佐
藤
亜
由
美
（
末
広
北
小

教
諭
）

鏡

拓
也
（
永
山
中

教
諭
）

＝
講

師
＝

２７ 技術・家庭科指導 ９/２５

岸

政
継
（
東
川
小

校
長
）

黒
滝

裕
子
（
北
鎮
小

教
諭
）

中
村

徹
（
近
文
第
一
小

教
諭
）

＝
講

師
＝

講
座
の
中
で
国
際
理
解
教
育
の
ね
ら

い
と
現
状
を
分
か
り
や
す
く
情
報
提
供

し
て
い
た
だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
実

践
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
校
種
を
こ
え

て
意
見
交
換
が
で
き
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
朝
日
小
学
校

西
岡

潤
二
）

２８ 国際理解教育 １０/７

１４ 生活科・総合的な学習の時間 ７/２６・９/５

ペ
ッ
パ
ー
に
自
己
紹
介
さ
せ
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
協
働
で
操
作
さ
せ
、
論
理
的
に
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
か
せ
る
大
変

興
味
深
い
授
業
で
し
た
。
ま
た
、
実
技
で
は
授

業
で
有
効
に
活
用
で
き
る
ア
プ
リ
等
が
紹
介
さ

れ
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
愛
別
町
立
愛
別
中
学
校

木
本

太
）

２６ ＩＣＴ活用 ９/１０

川
邊

淳
子

北
海
道
教
育
大
学

旭
川
校

教
授

上
代

洋
子
（
神
楽
中

教
諭
）

＝
講

師
＝
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Ｃ
Ｓ
に
お
け
る
「
熟
議
」
の
大
切
さ
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
様
な

職
種
の
方
と
の
演
習
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
の
思
い
や
願
い
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
、
講
座
内
容
を
参
考
に
、
本
町

の
Ｃ
Ｓ
の
充
実
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
神
楽
町
教
育
委
員
会
教
育
推
進
課
副
参
事

米
津

洋
伸
）

講
話
や
授
業
の
参
観
を
通
し
て
、
子
供
達
と

社
会
的
事
象
と
の
出
合
わ
せ
方
に
つ
い
て
、
新

た
な
方
策
を
知
り
、
手
立
て
を
考
え
る
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
自
分
の
実
践
を
見
つ
め
直

し
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
貴
重
な
学
び
の
場
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（

旭
川
市
立
中
央
中
学
校

畑
島

圭
佑
）

２９ 学校・家庭・地域の連携 １０/８

坂
井

誠
亮

北
海
道
教
育
大
学

旭
川
校

教
授

二
階
堂
貴
裕
（
近
文
小

主
幹
教
諭
）

蛯
名

祐
介
（
忠
和
小

教
諭
）

末
次
浩
二
郎
（
北
星
中

教
諭
）

＝
講

師
＝

鈴
木

康
弘
（
士
別
南
小

校
長
）

薬
師
寺
要
次
（
東
光
小

主
幹
教
諭
）

亀
島

秀
元
（
旭
川
小

教
諭
）

中
本

厚
（
神
楽
中

教
諭
）

＝
講

師
＝

２１ 社会科指導 ８/７・１０/１０

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
ね
ら
い
か

ら
実
際
の
授
業
ま
で
丁
寧
に
教
え
て
い

た
だ
き
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
模
擬
授
業
を
受
け
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
位
置
付
け
た
授
業
の
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
末
広
北
小
学
校

佐
々
木
理
恵
）

３０ ミニ道研Ａ ６/１４

吉
村

公
孝

北
海
道
教
育
庁
学
校
教
育
局
義
務
教
育
課

子
ど
も
地
域
支
援
グ
ル
ー
プ

主
査

櫻
井

貴
志

伊
達
市
教
育
委
員
会
教
育
部

北
海
道
Ｃ
Ｓ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

得
能

敏
宏

北
広
島
市
立
西
部

中
学
校

教
頭

＝
講

師
＝

＝
講

師
＝

研
究
授
業
と
研
究
協
議
か
ら
、
学
級

会
を
通
し
て
、「
児
童
生
徒
相
互
の
望

ま
し
い
人
間
関
係
を
育
て
る
指
導
」
に
つ
い
て

具
体
的
な
手
立
て
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
自
身
の
今
後
の
学
級
経
営
に
役
立
て
て

い
き
た
い
で
す
。
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
南
富
良
野
町
立
南
富
良
野
小
学
校

小
林
加
奈
恵
）

２ 特別活動② １０/９

山
寺

潤

北
海
道
立
教
育
研
究
所

主
任
研
究
研
修
主
事

淺
部

航
太

北
海
道
立
教
育
研
究
所

研
究
研
修
主
事

北
海
道
立
教
育
研
究
所
に
よ
る
遠
隔
研
修

＝
講

師
＝

授
業
づ
く
り
や
学
級
経
営
の
基
本
に
つ
い

て
、
実
践
を
通
し
て
示
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

の
課
題
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供

を
褒
め
る
こ
と
、
気
持
ち
を
受
け
止
め

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
指
導
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
東
光
小
学
校

山
本

明
里
）

３１ ミニ道研Ｂ ７/１９
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河
治

宣
人
（
旭
川
小

主
幹
教
諭
）

＝
講

師
＝

今
ま
で
書
道
の
楽

し
さ
が
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の

研
修
を
受
け
、
黒
と

白
の
世
界
を
自
由
に

表
現
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
も
こ
の
楽
し
さ

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
富
良
野
市
立
樹
海
中
学
校荻

野

絵
美
）

３２ 書に親しもう １/８

＝
講

師
＝

村
田

靖
彦
（
愛
宕
中

主
幹
教
諭
）

＝
講

師
＝

刺
激
に
な
り
ま
し

た
。
御
指
導
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
旭
川
市
立

西
神
楽
小
学
校

瀬
戸
ま
ど
か
）

【
講
師：

西
川

博
康（
北
門
中

教
諭
）】

道
徳
の
授
業
の
充
実
に
向
け
た
具
体
的

な
視
点
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
授

業
改
善
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
評
価
に
つ
い
て
今
日
的
な
動
向
を

踏
ま
え
て
お
話
い
た
だ
き
、
理
解
が
深
ま

り
ま
し
た
。
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
比
布
町
立
比
布
中
学
校

東

加
奈
絵
）

比布中学校「道徳授業の在り方・評価」 ９/２５

青雲小学校「特別支援教育」 １０/３０

美瑛小学校「プログラミング教育」 ９/１９

【
講
師

：
伊
藤

健
治
（
西
神
楽
中

教
諭
）】

子
供
達
に
情
報
活
用
能
力
を
培
う
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
基
礎
知
識
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実

習
を
通
し
て
児
童
の
立
場
と
な
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
育
む
活
動
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
指
導
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
美
瑛
町
立
美
瑛
小
学
校

村
上

唯
）

【
講
師：

橋
詰

郁
朗（
旭
川
盲
学
校

教
諭
）】

漢
字
の
読
み
書
き
が
困
難
な
子
供
の
状

況
を
、
疑
似
体
験
を
交
え
て
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
文
字
の
見
え
方
や
児
童

の
特
性
に
応
じ
た
、
す
ぐ
に
活
用
で
き
る

支
援
ツ
ー
ル
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
実
践

に
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
御

指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
青
雲
小
学
校

中
山
あ
ゆ
み
）

士別南中学校「対話的な学び・ＩＣＴ」 １０/１５

【
講
師：

梶
田

貴
裕（
比
布
中

教
諭
）】

具
体
的
実
践
例
か
ら
、
生
徒
の
成
果
物

や
実
際
の
姿
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
明
確

に
指
導
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
は
、
目
標

を
達
成
す
る
際
の
手
段
と
し
て
用
い
る
重

要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
御
指
導
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
士
別
南
中
学
校

平
川

隆
人
）

出
前
講
座
寸
描

切
り
絵
の
基
本
的
な
制
作
方
法
の
他

に
、
図
工
で
扱
う
材
料
や
用
具
に
つ
い

て
の
情
報
も
い
た
だ
け
て
、
今
後
の
児

童
と
の
活
動
や
学
級
設
営
に
生
か
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
他
の
先
生
方
の

作
品
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
も
良
い

３３ 絵に親しもう １/８
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【
講
師：

松
田

剛
（
上
富
良
野
町
教
育
委
員
会

主
任
臨
床
心
理
士
）】

心
理
的
支
援
を
行
う
際
、
ど
の
よ
う
な

視
点
か
ら
問
題
を
見
る
必
要
が
あ
る
の
か

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、「
解
決
の
手
掛
か
り
は
話
し
手
の

側
に
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
の
も
と
生
徒

指
導
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
愛
宕
中
学
校

佐
藤

龍
）

【
講
師：

伊
藤

健
治
（
西
神
楽
中

教
諭
）】

今
回
の
講
座
で
は
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
は
中
学
校
で
の
学
習
。
小
学
校
は
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
身
に
付
け
さ
せ

る
。」
と
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。
自
分
自
身
、
目
的
を
間
違

え
な
い
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
士
別
小
学
校

齋
藤

博
史
）

士別市教育委員会（士別市立士別小学校）「プログラミング教育」 １０/３１愛宕中学校「特別支援教育」 １０/３１

令和２年度 講座開設の工夫
（１）第１６次推進計画の基本方針に沿い，教職生活全般を通じた教職員等の資質能力の総合的な向上を目指

す講座運営をする。

（２）教育経営研修では，教職生活の各段階で求められる専門性の基盤となる資質能力の充実を目指す講座

を開設する。

（３）教育指導研修のうち，「幼保小連携教育」講座では，小学校との滑らかな接続を図り，学びの連続性

を重視する。また，研修事業第１７次を見据え，「生徒指導」講座の１日目を午後半日日程，「特別活

動」講座を１日日程として，短期集中での講座を開催する。

（４）教育課題研修では，多くの今日的教育課題に対応するため，年度ごとに課題を設定する「学校力向上

対策」講座を継続する。「教育講演会」は，今日的教育課題解決を目指して開設する。

（５）教科等指導研修では，小中間の連携を図るため，各校種合同で理論研修を行うとともに小中それぞれ

の授業研究を行う。

（６）教科実技研修では，授業研究を重視する。また，「ＩＣＴ活用」講座でも，授業におけるＩＣＴ機器

の活用を重視し授業研究の充実を図る。

（７）ＩＣＴ実技研修では，これまでどおり「表計算」「タブレットＰＣ」を２本柱に講座を開設し，時代

のニーズに応えるため「プログラミング」についての講座も開設する。また，全講座で複数講師によ

る少人数指導で対応するとともに，全講座を半日日程で開設する。

（８）北海道立教育研究所と連携し，「ミニ道研」を開催する。

（９）期限付教員の指導力向上のため，各講座への積極的参加を勧める。

（１０）講座開設情報は，開催要項に加え，「センターだより」，Webサイト，電子メールによる講座案内等に

より広く提供していく。

（１１）講座運営に関する各種資料，関係図書の利便性を図られる資料室の充実に努める。

出前講座，御活用

ありがとうございました

【
講
師

：

目
良

久
美
（
美
瑛
町
教
育
委
員
会

特
別
支
援
教
育
担
当
課
長
補
佐
）
】

講
話
の
中
で
、
ス
ク
ラ
ム
を
活
用
し
た

地
域
ぐ
る
み
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
ス
ク
ラ
ム
を

活
用
し
た
指
導
計
画
の
立
案
や
記
録
の
更

新
が
、
よ
り
良
い
支
援
に
直
結
し
て
い
く

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
御
指
導
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
西
小
学
校

藤
田

圭
吾
）

上富良野町教育委員会「特別支援教育」 １０/３１

今年度は２０の学校・団体に御活用いた

だきました。ありがとうございました。

道徳科，プログラミング教育実技指導，

実技指導など，各学校の御希望に合わせ講

師の先生を選定させていただき，講座を運

営することができました。

次年度もどうぞよろしくお願いします。
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授業研 修 内 容期 日講 座 名番号

小・中「生徒指導における円滑な接続を図る小中連携の在り方」（②で授業研究）
①５/１２（半日）
②９/２４

生徒指導１

中・小「障がいの特性に応じた指導の充実と校内支援の在り方」（②で授業研究）
①５/１３
②６/１１

特別支援教育２

中「硬筆と毛筆を関連させ，日常に生かす態度を養う学習指導」（授業研究あり）６/４書写指導（実技）３

小
「児童生徒が進んで読書に取り組むための工夫」
～朝読・家読等の取組～（授業研究あり）

６/１０読書活動４

「新しい時代を創造する学校経営の在り方」６/１１学校経営Ⅰ５

中「児童生徒の心の発達と支援の在り方」（授業研究あり）６/３０保健安全指導６

小
「主体的・創造的に学び，豊かな心でたくましく生きる力を育む複式教育」
～主体的な活動を促す指導と評価の在り方～（授業研究あり）

７/７複式教育７

中「音楽の特徴や曲想の違いを感じ取る指導の工夫」（授業研究あり）７/８音楽科指導（実技）８

中
「ＩＣＴを効果的に活用した学習指導の在り方」
～各種機器の効果的な活用～（授業研究あり）

７/９ＩＣＴ活用９

小
「基礎的な能力を伸ばし，豊かな情操を養う学習指導」
～「絵や彫刻など」における指導～（授業研究あり）

７/１５図工・美術科指導（実技）１０

小・中
「言葉による見方・考え方を働かせ，適切に表現する力を育てる国語科指導」
～「読むこと」における指導～（②で授業研究）

①７/２８
②９/２

国語科指導１１

小・中
「『生活科』及び『総合的な学習の時間』の充実を求めて」
～探究的な学習態度を育てる指導の充実～（②で授業研究）

①７/２８
②９/８

生活科・総合的な学習の時間１２

小・中
「理科教育における今日的な課題とこれからの理科教育の方向性」
（②で授業研究）

①７/２９
②１０/１

理科指導１３

「小学校への滑らかな接続を目指す幼保小連携教育の在り方」
～連携・交流活動と学びの連続性～

７/２９幼保小連携教育１４

小・中
「児童生徒の道徳性を高める道徳授業の在り方」
～多面的・多角的に考える授業と評価について～（②で授業研究）

①７/３０
②９/２５

道徳科指導１５

小・中
「進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる授業の在り方」
（②で授業研究）

①７/３１
②１０/１

算数・数学科指導１６

小・中
「コミュニケーションを図る資質・能力を育てる外国語（英語）指導の在り方」
～「読むこと」・「書くこと」の指導と評価～（②で授業研究）

①８/３
②１０/８

外国語（英語）指導１７

「学校事務における今日的課題」
～学校事務に求められている課題，事務改善の取組～

８/３学校事務実務１８

「『教育相談』の在り方」８/５教育相談（いじめ・不登校等）１９

小・中
「社会的事象の意味を考え，表現する力を育てる指導の工夫」
～情報交換する活動（言語活動）～（②で授業研究）

①８/６
②１０/９

社会科指導２０

「今日的な教育課題の解決を図る学校力向上対策」
～人材育成と組織活性化を図る学校組織マネジメント～

８/６学校力向上対策２１

「子どもたちの生きる力を育むための学校・家庭・地域の連携」９/１学校・家庭・地域の連携２２

小「研修の成果と生かし方」（授業研究あり）９/１６校内研修２３

中
「生活をよりよくしようと工夫する態度を育てる指導の在り方」
～計測・制御（プログラミング）～（授業研究あり）

９/２４技術・家庭科指導（実技）２４

「スクールリーダーとしての教頭の在り方」９/２８学校経営Ⅱ２５

中「体つくり運動，器械運動」（授業研究あり）１０/２体育科指導（実技）２６

中
「国際理解教育の実践の工夫」
～学校や地域の実態に応じた指導～（授業研究あり）

１０/７国際理解教育２７

小「家庭や地域社会との連携を重視した指導」（②で授業研究）１０/８特別活動２８

講師 西岡加名恵 氏（京都大学）
演題 「『資質・能力』を育成するパフォーマンス評価」

１１/２（半日）教育講演会２９

北海道立教育研究所による対面研修
「保護者との良好な関係づくり」「プログラミング教育」

６/１５ミニ道研Ａ３０

北海道立教育研究所による遠隔研修
「授業作りの基礎（指導方法，評価等）」「生徒指導の昨日を生かした学級経営」

７/１７ミニ道研Ｂ３１

「毛筆で心を伝える作品制作（小品）」
～心に残る言葉を題材にした作品づくり～

１/８（午前半日）書に親しもう３２

「水彩画で心を伝える作品制作（小品）」１/８（午後半日）絵に親しもう３３

「深い学びを実現する学習指導の在り方」に関する第１８次３か年計画の１年次の研究を発表
～センター研究員の実践，研究協力校の実践～（午後 半日日程）

２/２センター研究発表会３４

令和２年度 上川教育研修センター開催予定講座

～詳細日程は，４月にお届けする「研修講座開催要項」で御確認ください。～
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令和２年度 ＩＣＴ（旧パソコン）実技研修講座 開設について

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
情
報
活
用
能
力
」
が

学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
の
ひ
と
つ
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

関
す
る
内
容
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

働
き
方
改
革
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
求
め

ら
れ
、
校
務
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
職

員
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
し
て
の
研
修
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
次
年
度
の
パ
ソ
コ
ン
実
技
研
修
講
座

に
お
い
て
は
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
大
き
く
変
更

い
た
し
ま
す
。

①
名
称
を
パ
ソ
コ
ン
実
技
研
修
講
座
か
ら

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
技
研
修
講
座
」
へ

こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｃ
の
操
作
を
中
心
に
し
た
研
修

か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
利
活
用
や
小
学
校
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
へ
の
対
応
な
ど
多
方
面
へ
の

内
容
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
現
状
か
ら
，
名
称
を
変

更
い
た
し
ま
し
た
。

②
全
講
座
を
半
日
日
程
へ

受
講
者
の
先
生
方
の
ニ
ー
ズ
や
昨
今
の
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
と
し
て
、
全
講
座
を
半
日
日
程
と

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
課
業
中
は
午
後
か
ら
、
長

期
休
業
中
は
午
前
を
メ
イ
ン
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

③
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
働
き
方
改
革
講
座
」
を

新
設
い
た
し
ま
す

各
種
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

を
活
用
し
、
校
務
の
効
率
化
を
図
り
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
研
修
講
座
を
新
設
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
同
様
に
表
計
算
ソ
フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
）

の
講
座
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
講
座
に
つ
き
ま
し

て
は
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
多
く
の
講
座
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

次
年
度
よ
り
完
全
実
施
と
な
る
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
に
関
す
る
講
座
も
今
年
度
同
様
開
設

い
た
し
ま
す
。

上
川
管
内
の
先
生
方
の
ニ
ー
ズ
を
お
聞
き
し
、

今
後
も
魅
力
あ
る
講
座
と
な
り
ま
す
よ
う
、
工
夫

改
善
を
し
て
開
設
し
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
御
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

令和２年度 ＩＣＴ実技研修講座 開催日予定

エクセルの基本的な使い方や表計算の概念について（初級者向け）校務のための表計算入門６/１，７/２８Ａ

ＩＦ関数やＶＬＯＯＫＵＰ関数など，実際の校務で使うであろうテクニックや応用

（中級者向け）
校務のための表計算活用６/５，１１/６Ｂ

日常の校務で使用しているデータ処理の疑問や課題を解決校務のための表計算活用/個別課題解決６/１６，１１/２７Ｃ

小学校プログラミング教育の基本的な解説およびプログラミングの実習授業のためのプログラミング入門７/２７，１１/１８Ｄ

タブレットの基本的な使い方について学校で役立つタブレットＰＣ入門８/５，１/１３Ｅ

タブレットを授業で効果的・効率的に活用する方法について授業で役立つタブレットＰＣ活用８/５，１/８Ｆ

クラウドサービス等を校務で効果的・効率的に活用する方法についてＩＣＴを活用した働き方改革講座６/８，７/２７Ｇ
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発
行
日

令
和
二
年
三
月
一
日

発

行

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

〒
〇
七
〇
―

〇
〇
三
六

旭
川
市
六
条
通
四
丁
目

電
話（
〇
一
六
六
）二
四
―

二
五
〇
一

責
任
者

佐

藤

保

印
刷
所

株
式
会
社
あ
い
わ
プ
リ
ン
ト

※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
７０
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

利用上のお願い
会場利用にあたっ

ては，右記の時間内

での使用を守ってい

ただくようお願いい

たします。

また，当日の混雑

状況によっては，当

研修センターの駐車

場に駐車できない場

合があります。予め

御承知おきくださ

い。

令和２年4月からの新料金です

貸室使用料〔一般〕
（教職員等，「承認団体」が研修等で利用する場合は，下記金額の半額）

夜間（１８～２１時）午後（１３～１７時）午前（９～１２時）室 名

４,４００円３,０８０円２,７５０円講 堂

２,２００円１,５４０円１,３８０円講 堂 Ａ ・ Ｂ

１,８７０円１,３２０円１,１００円研修室／会議室

８８０円６６０円５５０円和 室

２,７５０円 〔暖房料・一部屋〕４４０円
＊研修講座受講者，「承認団体」等が行う研修に伴う宿泊者，

小中学生は１,３２０円

宿 泊 料

冷暖房料（冷房料金７月１日～８月３１日，暖房料金１０月１日～５月３１日）

夜間（１８～２１時）午後（１３～１７時）午前（９～１２時）室 名

１,６５０円１,３２０円１,１００円講 堂

８３０円６６０円５５０円講 堂 Ａ ・ Ｂ

８８０円６６０円５５０円研修室／会議室

３３０円３３０円３３０円和 室

＊冷房料は講堂と第１研修室のみ


